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ここを　  うここを　  う問問町政

▲播磨南小学校１年生の活発な授業風景

福原　隆泰

岡田  千賀子

一

般

質

問

新政会

青雲21

道路拡幅と歩道整備を

小中連携教育の推進は

路線の交通量調査から

教育の重点施策のひとつ

木村理事

教育長

▲指定管理されている健康いきいきセンター

藤原　秀策

宮尾　尚子

一

般

質

問

青雲21

公明党代表質問

入札最低制限価格の変更は

指定管理者の暴力団対策は

今の制度は変えない

暴力団排除条例の準備へ枡田理事

三村理事

問　

町
内
の
交
通
量
が
多
い

歩
道
の
な
い
道
路
や
狭
い
道

な
ど
は
整
備
が
遅
れ
る
と
行

政
の
不
作
為
の
責
任
を
問
わ

れ
か
ね
な
い
状
況
で
あ
り
、

少
し
ず
つ
で
も
具
体
的
な
取

り
組
み
が
強
く
望
ま
れ
る
が
。

答　

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
の
大
き
な
課
題
。
狭
い
道

は
地
籍
調
査
の
進
展
か
ら
有

効
な
手
法
を
検
討
し
、
整
備

促
進
計
画
を
策
定
。
計
画
の

根
拠
と
な
る
交
通
量
調
査
も

毎
年
19
の
交
差
点
で
実
施
し

て
い
る
が
、
優
先
路
線
を
判

断
す
る
調
査
も
検
討
す
る
。

施
設
改
修
は
利
用
者
に
配
慮
を

利
用
状
況
を

調
査
し
対
応

三
村
理
事

問　

野
添
コ
ミ
セ
ン
の
空
調

改
修
工
事
は
、
急
な
着
工
で

利
用
者
に
不
便
を
か
け
、
冬

の
工
事
で
仮
設
ス
ト
ー
ブ
も

必
要
と
な
り
使
い
勝
手
が
悪

い
。
館
と
も
協
議
し
て
利
用

者
に
配
慮
し
た
計
画
が
ど
う

し
て
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答　

老
朽
化
し
た
設
備
を
早

急
に
改
修
す
る
た
め
着
工
を

急
い
だ
が
設
計
業
務
や
入
札

手
続
き
に
時
間
を
要
し
今
と

な
っ
た
。
館
の
主
要
事
業
も

終
え
年
度
末
の
各
種
会
合
が

増
え
る
ま
で
の
少
し
落
ち
着

い
た
妥
当
な
時
期
と
考
え
る
。

阿あ

閇え

の
里さ
と

の
復
刻
を

記
念
誌
を
発
行
す
る

町
長

問　

20
周
年
時
に
発
刊
さ
れ

た
『
阿
閇
の
里
』
を
50
年
の

歴
史
を
踏
ま
え
増
補
し
、
復

刻
で
き
な
い
か
。

答　

費
用
確
保
は
難
し
い
。

現
に
あ
る
も
の
を
住
民
に
触

れ
や
す
い
所
に
配
置
さ
せ
る
。

今
回
は
町
勢
要
覧
の
よ
う
な

記
念
誌
３
千
部
発
行
の
予
定
。

問　

中
学
校
入
学
後
、
不
登

校
な
ど
が
増
加
す
る
の
は
、

学
校
生
活
の
急
激
な
変
化
な

ど
の
影
響
が
あ
る
と
さ
れ

「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
と
い
わ

れ
る
。

　

小
中
連
携
教
育
は
変
化
を

緩
和
し
、
学
習
指
導
上
の
効

果
も
期
待
で
き
る
と
し
て
全

国
的
に
促
進
策
の
議
論
が
さ

れ
て
い
る
。
本
町
で
の
取
り

組
み
と
成
果
は
。

答　

兵
庫
型
教
科
担
任
制
、

小
学
校
外
国
語
活
動
と
中
学

校
英
語
の
連
携
。
中
学
校
教

師
に
よ
る
小
学
校
の
給
食
時 

間
へ
の
訪
問
で
は
、
給
食
を

共
に
し
、
部
活
動
な
ど
の
質

問
に
答
え
て
い
る
。

　

幼
・
小
・
中
教
職
員
の
合

同
研
修
や
担
当
者
会
な
ど
に

よ
り
一
貫
し
た
教
育
の
充
実

を
図
っ
て
お
り
、
今
後
さ
ら

に
播
磨
町
教
育
総
合
サ
イ
ト

で
情
報
の
共
有
化
を
図
る
予

定
で
あ
る
。

　

兵
庫
型
教
科
担
任
制
は
、

現
在
、
小
学
５
、６
年
生
に

導
入
し
、
学
習
指
導
や
生
徒

指
導
に
効
果
が
出
て
い
る
。

　

小
中
学
校
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
に
よ
り
「
中
一
ギ

ャ
ッ
プ
」
の
解
消
が
進
み
、

本
年
度
の
中
学
１
年
生
の
不

登
校
は
、現
在
ゼ
ロ
で
あ
る
。

問　

連
携
教
育
に
お
け
る
課

題
と
対
応
策
は
。

答　

教
師
の
意
識
改
革
と
教

職
員
間
の
打
ち
合
わ
せ
や
連

携
の
た
め
の
時
間
確
保
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

対
応
策
と
し
て
、
研
修
会

や
時
間
確
保
の
た
め
の
業
務

改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

▼
新
学
習
指
導
要
領
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

▼
通
学
路
の
安
全
確
保
を

▼
町
制
50
周
年
記
念
事
業
は

問　

工
事
予
定
価
格
を
事
前

公
表
す
る
の
は
ど
う
い
う
考

え
か
。
事
後
公
表
に
す
べ
き

で
は
。

答　

事
前
公
表
に
よ
り
、
予

定
価
格
を
探
る
行
為
な
ど
不

正
行
為
の
防
止
が
可
能
に
な

り
、
入
札
の
透
明
性
、
公
平

性
が
確
保
で
き
る
。

問　

応
札
業
者
が
一
社
だ
け

の
入
札
が
年
に
何
件
か
あ
る
。

し
か
も
、
そ
の
落
札
率
は
極

め
て
高
い
。
予
定
価
格
が
目

安
に
な
り
、
積
算
を
合
わ
す

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
価
格

を
伏
せ
る
こ
と
で
、
業
者
の

本
気
度
が
わ
か
る
の
で
は
。

答　

業
者
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自

に
積
算
さ
れ
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
。
積
算
書
の
内
訳
も

提
出
さ
れ
て
い
て
、
工
事
途

中
に
内
容
を
事
後
確
認
し
て

い
る
。
予
定
価
格
を
目
安
に

と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

問　

低
入
札
基
準
価
格
と
は
。

答　

当
該
契
約
内
容
に
適
合

し
た
履
行
が
な
さ
れ
な
い
恐

れ
が
あ
る
と
い
う
意
味
の
価

格
で
あ
る
。

問　

一
般
的
に
基
準
価
格
を

下
回
れ
ば
赤
字
に
な
る
恐
れ

が
あ
る
の
か
。

答　

そ
の
通
り
で
あ
る
。

問　

そ
れ
で
は
地
元
業
者
が

育
成
で
き
ず
、
体
力
勝
負
に

な
っ
て
い
る
。
最
低
制
限
価

格
を
低
入
札
基
準
価
格
ま
で

引
き
上
げ
る
べ
き
と
考
え
る

が
。

答　

こ
の
議
論
は
ず
っ
と
以

前
か
ら
あ
り
、
積
み
重
ね
て

今
の
制
度
に
な
っ
て
い
る
と

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

▼
狭
い
道
の
解
消
を

▼
県
道
平
岡
別
府
線
の
歩
道

（
駅
西
）
は

問　

健
康
い
き
い
き
セ
ン
タ

ー
の
管
理
や
、
暴
力
団
対
策

に
関
し
て
、
町
の
姿
勢
と
対

策
の
な
さ
に
、
強
い
非
難
が

あ
る
が
。

答　

町
と
し
て
も
「
暴
力
団

排
除
条
例
」
の
制
定
な
ど
の

必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、

関
係
規
定
の
整
備
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
く
。

問　

警
察
や
防
犯
協
会
と
協

力
し
て
、ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
、

た
す
き
を
掛
け
て
啓
発
テ
ィ

ッ
シ
ュ
の
配
布
な
ど
、
暴
力

団
排
除
の
行
動
を
起
こ
す
決

意
を
住
民
に
示
す
べ
き
で
は
。

答　

予
算
の
関
係
も
あ
る
が
、

議
会
と
も
協
力
し
て
、
な
る

べ
く
早
く
、
行
動
に
移
し
て

い
き
た
い
。

指
定
管
理
者
の
評
価
を

具
体
的
方
策
は
な
い

枡
田
理
事

三
村
理
事

問　

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
な

ど
は
住
民
財
産
で
あ
る
。
今

後
の
「
学
童
保
育
事
業
健
全

化
」
の
た
め
に
も
指
定
管
理

者
の
評
価
を
住
民
に
公
表
す

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　

学
童
保
育
指
導
員
の
再
雇

用
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

評
価
は
、
条
例
に
基
づ

き
行
っ
て
い
る
。
指
導
員
の

雇
用
は
指
定
管
理
者
に
任
せ

る
。

問　

第
三
者
機
関
を
設
け
る

な
ど
、
民
間
評
価
機
関
を
制

度
化
し
な
い
と
、
管
理
運
営

の
透
明
化
が
疑
問
視
さ
れ
る

の
で
は
。
ま
た
、
指
定
管
理

者
の
裁
量
が
大
き
く
な
る
の

で
は
。

答　

事
業
内
容
、
事
業
報
告

書
な
ど
を
提
出
さ
せ
て
い
る
。

そ
れ
を
検
討
し
、
改
善
す
べ

き
点
を
洗
い
出
し
て
い
る
。

　

民
間
評
価
機
関
の
制
度
化

に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
方

策
は
持
っ
て
い
な
い
。

▲山陽電車踏切の歩道　「安全安心な道路
　の早急な整備が望まれる」

▲変動型最低制限価格制度の流れ


